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要 旨  

⽬ 的 : シ ャ ン ト ポ イ ン ト が s i n u s 壁 に 存 在 す る が 静 脈 洞 に 還 流  し な い

B o r d e n  t y p eⅢ  D AV F を経 験 し、 O n y x  TA E にて治 癒 したことより、これを

報 告 する。症 例 : 不 全 麻 痺 、構 音 障 害 精 査 の過 程 で皮 質 逆 流 ある D AV F と

診 断 された。経 静 脈 的 にシャントへのアクセス困 難 より O n y x にてシャントポイ

ント及 び v e n o u s  l a c u n a を TA E 施 行 しシャントは消 失 した。結 論 :  本 症 例

は静 脈 洞 壁 から皮 質 静 脈 に向 かう「o n  t h e  w a l l  t y p e 」 S S S - D AV F とされ

る も の で あ る 。 こ う し た 症 例 は 病 態 が 未 解 明 か つ 経 静 脈 的 ア プ ロ ー チ 困 難 で

あり、 O n y x  TA E が有 効 と考 えられた。  

 

I n t r o d u c t i o n  

D u r a l  A r t e r i o v e n o u s  F i s t u l a  ( D AV F ) は静 脈 洞 に発 生 する s i n u s  t y p e

と、直 接 脳 静 脈 に流 入 する n o n  s i n u s  t y p e に分 けられるとされる 1 ) 。前 者

は 静 脈 洞 に 流 入 し た の ち ， と き に 逆 行 性 に 皮 質 静 脈 に 還 流 す る 。 後 者 の 血

流 は直 接 脳 静 脈 に還 流 するため，出 血 のリスクが高 いとされる 2 ) 。  

本 症 例 は 静 脈 洞 壁 に シ ャ ン ト が あ る S S S ( S u p e r i o r  S a g i t t a l  S i n u s ) -

D AV F であるが、 s i n u s へ還 流 せず皮 質 静 脈 側 に流 出 する還 流 形 態 となっ

て お り 、 出 血 性 リ ス ク の 高 い 血 行 動 態 と 考 え ら れ る 。 硬 膜 動 静 脈 廔 に お け る

分 類 において本 症 例 は B o r d e n  t y p e Ⅲ、C o g n a r d  t y p e Ⅳに分 類 される。こ

うした還 流 形 態 は S S S - D AV F の v a r i a n t  t y p e として報 告 されており、シャ

ン ト 血 流 が 、 言 わ ば 静 脈 洞 壁 に タ ッ チ し た だ け で 皮 質 静 脈 に 向 か う 「 o n  t h e  

w a l l  t y p e 」とされている 3 ) 。  

S S S  D AV F に対 する治 療 は近 年 m u l t i m o d a l i t y であり、血 管 内 治 療 にお

い て も TA E ( Tr a n s a r t e r i a l  e m b o l i z a t i o n ) 、 T V E ( Tr a n s v e n o u s  
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e m b o l i z a t i o n ) な ど 様 々 な 方 法 が と ら れ て い る が 、 還 流 形 態 が 症 例 ご と に 異

な り 治 療 選 択 に 難 渋 す る 場 合 も 多 い 。 本 症 例 の 報 告 を 行 い な が ら 、 文 献 渉

猟 も踏 まえ S S S - D AV F の病 態 と治 療 に関 する検 討 を行 う。  

 

C a s e  P r e s e n t a t i o n  

6 3 歳 男 性 で 一 過 性 の 右 不 全 麻 痺 、 構 音 障 害 に て 搬 送 さ れ る も 当 院 搬 送

時 に は 症 状 は 消 失 し て い た 。 既 往 歴 と し て 未 治 療 の 高 血 圧 が あ り 、 生 活 習

慣 として喫 煙 を認 めた。  

M R I  

D W I ( D i f f u s i o n  We i g h t e d  I m a g i n g ) に て 急 性 期 脳 梗 塞 は 確 認 さ れ た な

かったが左 内 頸 動 脈 狭 窄 を指 摘 された。また同 検 査 F L A I R にて両 側 性 に

白 質 変 性 も指 摘 され ( F i g 1 a )、 T 2 強 調 画 像 にて左 側 半 球 に皮 質 静 脈 の拡

張 を疑 わせる所 見 を認 めた ( F i g 1 b )。  

 

D S A  

右 外 頚 動 脈 の選 択 的 撮 影 おいて、右 M M A ( M i d d l e  M e n i n g e a l  A r t e r y )  

a n t e r i o r  b r a n c h からの血 流 は、 c o r o n a l  s u t u r e より後 方 の S S S 左 壁 で

シャントを形 成 するが、 s i n u s へは還 流 せず、直 接 拡 張 した左 側 皮 質 静 脈 へ

逆 流 した後 ( F i g 1 c , d )、左 側 T- S ( Tr a n s v e r s e - S i g m o i d ) j u n c t i o n へ還 流

す る 所 見 を 認 め た ( F i g 1 e ) 。 ま た 一 部 皮 質 逆 流 し た 血 流 は シ ャ ン ト ポ イ ン ト よ

り前 方 の S S S へ流 入 した後 ( F i g 1 f )、右 T- S  s i n u s へ還 流 した ( F i g 1 e ) 。右

S TA ( S u p e r i o r  Te m p o r a l  A r t e r y ) からも同 一 のシャントポイントへの流 入 を

認 めた ( F i g 1 - f ) 。左 外 頚 動 脈 撮 影 にお いては、 左 M M A からの血 流 が、 同

一 部 位 でシャントを形 成 した後 、 s i n u s を介 さず同 側 皮 質 静 脈 への逆 流 する
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所 見 を認 めた ( F i g 2 c )。両 側 内 頚 動 脈 撮 影 にて大 脳 半 球 血 流 は S S S が還

流 経 路 と して機 能 しており、 S S S の 狭 窄 、閉 塞 所 見 は認 めなかった ( F i g 2 d ) 。

3 D - D S A M P R ( m u l t i - p l a n a r  r e c o n s t r u c t i o n  i m a g e ) 画 像 によるシャント

評 価 においては、  両 側 M M A からの血 流 は、 S S S 壁 での集 簇 とシャント ポ

イントの形 成 を認 めた  ( F i g 2 a , b )。  

 

診 断  

本 症 例 に お い て は 左 内 頚 動 脈 狭 窄 症 に と も な う 血 行 力 学 的 な

T I A ( Tr a n s i e n t  I s c h e m i c  A t t a c k ) の可 能 性 と D AV F の皮 質 逆 流 による

左 大 脳 半 球 症 状 の 可 能 性 が 考 え ら れ 、 い ず れ も 治 療 適 応 あ り と 判 断 し た 。

本 症 例 お い て は 外 頚 動 脈 経 由 の TA E も 治 療 選 択 と し て 必 要 と 判 断 し 、

C A S ( C a r o t i d  A r t e r y  S t e n t ) 後 においては外 頚 動 脈 へ のガイディングカ テ

ーテルの 留 置 に 困 難 きた す 可 能 性 あ り、 D AV F の 治 療 を先 行 さ せ 後 に 内 頚

動 脈 狭 窄 症 に対 し C A S を行 う方 針 とした。  

 

治 療  

3 D - D S A の評 価 よりシャントポイントは S S S 壁 の同 一 地 点 に集 簇 していると

判 断 し 、 よ り 遠 位 ま で ア ク セ ス 可 能 な 左 M M A か ら O n y x 1 8 ( e V 3  

N e u r o v a s c u l a r,  I r v i n e ,  C a l i f o r n i a ,  U S A )にて TA E 行 うこととした。  

また右 M M A からシャントポイントへの血 流 が多 いため、血 流 により O n y x が

想 定 外 に 静 脈 へ 流 出 し な い よ う コ イ ル に て 塞 栓 行 い 、 血 流 を 減 じ た 後 に 左

M M A から O n y x 1 8 を流 入 させシャントポイントから拡 張 した静 脈 腔 を塞 栓 し、

皮 質 静 脈 直 前 を塞 栓 する方 針 とした。  

治 療 に お い て は 、 ま ず 右 M M A  か ら ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル と し て
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F u b u k i 7 F ( A s a h i  I n t e c c , N a g o y a , j a p a n ) を 右 外 頚 動 脈 に 留 置 し た 後 に

F u b u k i 4 . 2 F ( A s a h i  I n t e c c , N a g o y a , J a p a n ) を顎 動 脈 から M M A 分 岐 直

前 に 留 置 し た 。 次 に マ イ ク ロ カ テ ー テ ル シ ス テ ム と し て マ ラ ソ ン

( M a r a t h o n ; e V 3  N e u r o v a s c u l a r , I r v i n e , C A , U S A ) と

C H I K A I 0 . 0 1 0 ( A s a h i  I n t e c c , N a g o y a , J a p a n ) を 用 い て マ イ ク ロ カ テ ー テ

ル を M M A  a n t e r i o r  b r a n c h 遠 位 に 留 置 し E D コ イ ル

e x t r a s o f t 2 m m Å ~ 8 c m ( K A N E K A  M e d i c s , O o s a k a , J a p a n )を 2 本 留 置 し

た後 に 1 . 5 m m Å ~ 3 c m を 2 本 留 置 行 い血 流 を減 弱 させた。  

同 様 のシステムで左 M M A にアプローチを行 い、マラソンにてシャントへ  

アクセスし、 S i n u s 壁 へのシャントポイントへ O n y x 1 8 を用 いて塞 栓 物  

質 を 流 入 さ せ た 後 、 正 常 還 流 と し て 機 能 し て い な い 拡 張 し た 皮 質 静 脈 腔 へ

も  

、 p l u g & p u s h を 繰 り 返 し シ ャ ン ト ポ イ ン ト と 同 様 に 塞 栓 を 行 っ た ( F i g 3 a , b ) 。

この際 の O n y x の挙 動 によりは、静 脈 洞 周 囲 に O n y x は集 簇 し、その後 に拡

張 した b r i d g i n g  v e i n や v e n o u s  l a c u n a e へ O n y x は浸 潤 し、皮 質 静 脈

へ 逆 流 す る 血 行 動 態 を 示 し た ( F i g 3 c ) 。 塞 栓 終 了 後 に 両 側 外 頚 動 脈 撮 影

にてシャントの消 失 が確 認 し ( F i g 3 d ) 、同 側 総 頸 動 脈 撮 影 にて S S S 還 流 に

問 題 無 いことも確 認 し ( F i g 3 e , f )手 技 を終 了 とした。  

D i s c u s s i o n  

S S S  D A V F の特 性 について S S S - D AV F は D AV F において約 8 %を占 める

とされており 4 ) 、治 療 選 択 は様 々であるとされている。  

治 療 選 択 が一 様 でない原 因 として、 S S S - D AV F の血 行 動 態 が様 々であるこ

とや S S S が多 くの b r i d g i n g  v e i n を介 して、大 脳 半 球 からの静 脈 還 流 にお

いて大 きな要 素 を占 めることより、静 脈 洞 温 存 が必 要 なことにある。  
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S S S - D AV F の特 性 により治 療 が困 難 になる理 由 として、 T A E を行 う場 合 に

おいては両 側 性 に多 数 の f e e d i n g  a r t e r y が存 在 する場 合 が多 いことが挙

げられる。 T V E にて治 療 行 う場 合 においても s i n u s の閉 塞 や狭 窄 が存 在 し、

ア ク セ ス 自 体 が 困 難 な 場 合 が 存 在 す る 。 ま た シ ャ ン ト ポ イ ン ト に お い て 、 本 症

例 のように s i n u s 壁 に流 入 し、皮 質 静 脈 へ逆 流 している場 合 などにおいては

T V E によるアクセス自 体 が困 難 である。  

さらにシャントの流 出 静 脈 と正 常 静 脈 還 流 が共 有 されている血 流 動 態 にお

いては TA E , T V E いずれの治 療 もリスクが高 いため、 TA E もしくは T V E のみ

の治 療 では根 治 出 来 ない場 合 もあり複 合 的 な治 療 が必 要 な場 合 も多 いとさ

れている 5 ) 。  

 

O n  t h e  w a l l  t y p e の D AV F について  

本 症 例 では主 に両 側 M M A を f e e d e r として静 脈 洞 壁 にシャントポイント形

成 した後 に静 脈 洞 に直 接 還 流 せず、皮 質 静 脈 及 び拡 張 した v e n o u s  

l a c u n a e へ流 出 している。こうした o n  t h e  w a l l  t y p e の D AV F に関 する病

因 は不 明 であるが、静 脈 洞 閉 塞 が起 こり流 出 路 としての静 脈 の発 達 により

D AV F が生 じた後 に静 脈 洞 が再 開 通 した病 態 が o n  t h e  w a l l  t y p e の

D AV F となる可 能 性 も検 討 されている。しかし、閉 塞 した静 脈 洞 が再 開 通 し

た場 合 、一 部 狭 窄 などの残 存 所 見 が認 められると考 えられるが、いずれも静

脈 洞 の開 存 性 に問 題 を認 めず、こうした可 能 性 は低 いとしている 6 ) 。  

また静 脈 洞 近 傍 にて静 脈 血 栓 症 が生 じ o n  t h e  w a l l  t y p e の D AV F が生

じるとする報 告 もある 6 ) 一 方 で、そうした所 見 は認 めないとする報 告 もある 7 ) 。  

o n  t h e  w a l l  t y p e の D AV F のシャントポイントが静 脈 洞 壁 であるか周 囲 の

b r i d g i n g  v e i n へ流 入 しているかの厳 密 な評 価 は画 像 評 価 のみでは困 難 で
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あ り 、 正 確 な 評 価 は 開 頭 な ど に よ る 直 視 的 評 価 を 必 要 と す る と 考 え ら れ る 。

本 症 例 においてシャントポイントは選 択 的 3 D - D S A M P R による造 影 剤 の濃

度 差 が c a l i b e r  c h a n g e すなわち動 脈 から静 脈 へ移 行 する口 径 差 により生

じ る こ と か ら 評 価 し て い る 。 こ う し た 所 見 は 右 外 頚 動 脈 選 択 3 D - D S A M P R  

( F i g 2 a ) 及 び左 外 頚 動 脈 選 択 3 D - D S A M P R  ( F i g 2 b ) いずれにおいても静

脈 洞 壁 に 集 簇 し て い る こ と が 、 本 症 例 に お い て 確 認 さ れ て い る 。 ま た O n y x  

TA E に お け る 挙 動 に お い て も 静 脈 洞 壁 に 流 入 し た 後 に 皮 質 静 脈 及 び

v e n o u s  l a c u n a e へ流 出 しており ( F i g 3 c )、o n  t h e  w a l l  t y p e の D AV F と

判 断 している。  

またシャン トポイントの 局 在 に関 する考 察 と して、 D AV F のシャン トポイントに は

硬 膜 内 に 存 在 す る と 病 理 学 的 検 討 の 報 告 が さ れ て い る 1 , 8 )  。 つ ま り 本 来

D AV F のシャントポイントは F i g 4 ＊印 に示 すように s i n u s ,  b r i d g i n g  v e i n ,  

v e n o u s  l a c u n a e 上 の いず れにお いて も 硬 膜 内 に 存 在 す ると 考 えら れる。 し

かし、o n  t h e  w a l l  t y p e においては、 s i n u s 壁 である硬 膜 上 であり F i g 4 矢

印 にあるように D AV F として異 なる病 態 を示 すと考 えられる。シャントポイントの

局 在 についても更 なる知 見 の集 積 が必 要 である。さらに S S S - D AV F は 本 来

s i n u s  t y p e に 分 類 さ れ る が 、 本 症 例 に お け る o n  t h e  w a l l  t y p e に お

い て は 前 頭 蓋 底 や テ ン ト な ど に 生 じ る n o n - s i n u s  t y p e の D AV F 同

様 に s i n u s を 介 さ ず 流 出 す る 血 流 動 態 を 示 し て い る 。 s i n u s は 固 有

硬 膜 と 骨 膜 硬 膜 に 囲 ま れ た 構 造 内 に 存 在 し 、 d u r a l  v e i n も 同 様 の 部

位 に 存 在 す る 。こ の i n t e r d u r a l  s p a c e に お け る d u r a l  a r t e r y と d u r a l  

v e i n に は 生 理 的 短 絡 が 存 在 す る と さ れ て お り 1 )、本 来 s i n u s  t y p e の

シ ャ ン ト ポ イ ン ト は こ の 部 位 に 生 じ 、 そ の 後 に 様 々 な 流 入 流 出 路 が

生 じ る こ と が 推 察 さ れ る 。 一 方 、 前 頭 蓋 底 や テ ン ト は 固 有 硬 膜 の み
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か ら 成 る こ と よ り 硬 膜 内 に は 生 理 的 に 動 静 脈 短 絡 せ ず b r i d g i n g  

v e i n な ど が 流 出 路 と し て 機 能 し や す く a g g r e s s i v e  t y p e に 移 行 し や

す い と 考 え ら れ る 。 o n  t h e  w a l l  t y p e の D AV F は 静 脈 洞 壁 に シ ャ ン

ト ポ イ ン ト が 存 在 し 流 出 路 と し て s i n u s は 関 与 し な い 。 こ う し て 直

接 的 に 皮 質 静 脈 に 流 出 し n o n - s i n u s  t y p e と 同 様 の 血 流 動 態 を 示 す

類 似 点 を 有 す る 。  

 

 

O n y x  TA E について  

本 症 例 のようにシャントポイントが s i n u s 壁 に存 在 し、 s i n u s を介 さず皮 質 へ

逆 流 するタイプの D AV F は T V E が難 しく、シャントポイントが複 数 ある場 合 な

どにおいては N B C A による TA E による治 療 は f e e d e r  o c c l u s i o n となる可

能 性 あり根 治 が困 難 である。  

こうした病 態 において O n y x による TA E は多 数 の f e e d e r が存 在 していても、

p l u g & p u s h にて塞 栓 物 質 を充 填 させながら複 数 のシャントポイントを塞 栓 す

ることも可 能 である。  

D AV F において TA E より T V E が好 まれる場 合 として、神 経 栄 養 血 管 を含 む

場 合 、内 頚 動 脈 からの f e e d e r の場 合 、頭 蓋 内 血 管 と潜 在 的 吻 合 を持 つ外

頚 動 脈 を f e e d e r とする場 合 9 ) など TA E による合 併 症 が想 定 される場 合 が

挙 げ ら れ る 。 こ れ ら に お い て バ ル ー ン 併 用 に て 血 流 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ

り TA E にお いても 、合 併 症 を避 けられる可 能 性 がある。 具 体 的 に は外 頚 動

脈 に 留 置 し た ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル か ら バ ル ー ン も し く はバ ル ー ン 付 きカ テ ー

テルを O n y x  i n j e c t i o n を行 う流 入 血 管 ないしその近 位 側 に留 置 する。また

使 用 す る ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル に お い て も バ ル ー ン 付 き を 併 用 す る と 血 流 コ
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ントロールはより効 果 的 である。これより血 流 をコントロールして O n y x をシャン

ト及 び導 出 静 脈 ま で十 分 に 浸 透 させることが可 能 となり、想 定 外 の導 出 静 脈

への O n y x の流 出 も防 ぐことが可 能 である。  

さらに静 脈 側 でバルーンを併 用 した場 合 は、機 能 している s i n u s へ O n y x が

流 入 することを防 ぐことも可 能 である。  

C o n c l u s i o n  

今 回 我 々は S S S - D A V F におけるシャントにおいて s i n u s の関 与 しない o n  

t h e  w a l l  t y p e を経 験 した。 S S S - D A V F は還 流 形 態 が複 雑 であり、静 脈 還

流 の 大 き な 要 素 を 占 め る こ と よ り 治 療 方 針 に 苦 慮 す る 場 合 も 多 い 。 O n  t h e  

w a l l  t y p e は病 態 として静 脈 洞 、 b r i d g i n g  v e i n ,  皮 質 静 脈 のいずれにお

いても 経 静 脈 的 に シャ ント ポ イ ン トへ の ア クセ スが 困 難 で あり 、時 に m u l t i p l e  

s h u n t  である場 合 も多 く T V E による治 療 は困 難 である場 合 が多 い。一 方 経

動 脈 的 ア プ ロ ー チ は 可 能 な 場 合 も 多 く 、 m u l t i p l e  s h u n t  の 場 合 に お い て

も O n y x による p l u g  &  p u s h にてシャントポイントの閉 塞 も可 能 である。本 症

例 においては O n y x  T A E により良 好 な治 療 結 果 を得 ることができたが、今 後

も症 例 の蓄 積 検 討 が必 要 である。  
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F i g  1  

a :  F l u i d - a t t e n u a t e d  i n v e r s i o n  r e c o v e r y  m a g n e t i c  r e s o n a n c e  

i m a g i n g  ( M R I )  s h o w e d  b i l a t e r a l  w h i t e  m a t t e r  d e g e n e r a t i o n .   

b :  T 2 - w e i g h t e d  M R I  s h o w e d  d i l a t e d  c o r t i c a l  v e i n s  i n  t h e  l e f t  

c e r e b r a l  h e m i s p h e r e s  ( r e d  a r r o w ) .  

c :  T h e  r i g h t  e x t e r n a l  ( l a t e r a l  v i e w )  c a r o t i d  a n g i o g r a m  r e v e a l e d  

d u r a l  a r t e r i o v e n o u s  f i s t u l a  o n  t h e  w a l l  o f  t h e  s u p e r i o r  s a g i t t a l  

s i n u s  ( S S S ) .  T h e  f i s t u l a  w a s  f e d  b y  t h e  m i d d l e  m e n i n g e a l  a r t e r y  

( r e d  a r r o w ) ,  a n d  i t  d r a i n e d  i n t o  t h e  e x p a n d e d  v e n o u s  l a c u n a e ,  

n o t  i n t o  t h e  S S S  ( r e d  t r i a n g l e ) .   

d :  T h e  r i g h t  e x t e r n a l  ( A P v i e w )  c a r o t i d  a n g i o g r a m  r e v e a l e d  d u r a l  

a r t e r i o v e n o u s  f i s t u l a  o n  t h e  w a l l  o f  t h e  S S S .  T h e  f i s t u l a  w a s  f e d  

b y  t h e  m i d d l e  m e n i n g e a l  a r t e r y  ( r e d  a r r o w ) ,  a n d  i t  d r a i n e d  i n t o  

t h e  e x p a n d e d  v e n o u s  l a c u n a e ,  n o t  i n t o  t h e  S S S  ( r e d  t r i a n g l e ) .   

e :  T h e  r i g h t  e x t e r n a l  ( A P v i e w )  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  r e v e a l e d  

t h a t  r e f l u x  i n  t h e  c o r t i c a l  v e i n  f l o w e d  i n t o  t h e  t r a n s v e r s e  

s i g m o i d  j u n c t i o n  o n  t h e  l e f t  s i d e  ( r e d  t r i a n g l e ) .  M o r e o v e r,  i t  

p a r t i a l l y  f l o w e d  i n t o  t h e  S S S ,  f r o m  t h e  c o n f l u e n c e  t o  t h e  r i g h t  

t r a n s v e r s e - s i g m o i d  s i n u s  ( r e d  a r r o w ) .  
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f :  T h e  r i g h t  e x t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  a n g i o g r a p h y  ( l a t e r a l  v i e w )  

r e v e a l e d  t h a t  r e f l u x  i n  t h e  c o r t i c a l  v e i n  ( r e d  a r r o w )  f l o w e d  i n t o  

t h e  s i n u s  ( r e d  t r i a n g l e ) .  T h e  v e i n  i s  l o c a t e d  i n  f r o n t  o f  t h e  s h u n t  

p o i n t .  

 

F i g  2  

a :  T h e  r i g h t  e x t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  3 D - d i g i t a l  s u b t r a c t i o n  

a n g i o g r a p h y  m u l t i p l a n a r  r e f o r m a t i o n  ( 3 D - D S A M P R )  i m a g e  

s h o w e d  t h a t  t h e  m i d d l e  m e n i n g e a l  b r a n c h  f o r m e d  a  s h u n t  p o i n t  

o n  t h e  s i n u s  w a l l  ( r e d  a r r o w ) .   

b :  T h e  r i g h t  e x t e r n a l  c a r o t i d  3 D - D S A a n g i o g r a m  s h o w e d  t h a t  t h e  

m i d d l e  m e n i n g e a l  b r a n c h  f o r m e d  a  s h u n t  p o i n t  o n  t h e  s i n u s  w a l l  

a n d  t h a t  r e f l u x  c a u s e d  t h e  v e n o u s  l a c u n a e .  

c :  T h e  l e f t  e x t e r n a l  c a r o t i d  3 D - D S A M P R  i m a g e  s h o w e d  t h a t  t h e  

m i d d l e  m e n i n g e a l  b r a n c h  f o r m e d  a  s h u n t  p o i n t  o n  t h e  s i n u s  w a l l  

( r e d  a r r o w ) .  

d :  T h e  l e f t  s e l e c t i v e  m i d d l e  m e n i n g e a l  a r t e r y  a n g i o g r a p h y  

s h o w e d  t h a t  i t  f l o w e d  i n t o  t h e  w a l l  o f  t h e  s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s  

( S S S ) .  T h e  r e f l u x  i n  t h e  v e i n  f l o we d  i n t o  t h e  c o r t i c a l  v e i n ,  n o t  

i n t o  t h e  s i n u s .  

e :  T h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  s h o w e d  t h a t  t h e  S S S  

h a d  a  n o r m a l  f l o w  d r a i n a g e .  N o  f i n d i n g s ,  s u c h  a s  s t e n o s i s  a n d  

o c c l u s i o n ,  w e r e  o b s e r v e d .  
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F i g  3  

a :  O n y x  w a s  i n j e c t e d  f r o m  t h e  s h u n t  p o i n t  o f  t h e  s i n u s  w a l l  t o  

t h e  e x p a n d e d  v e n o u s  l a c u n a e  ( A P v i e w ) .  

b :  Tr a n s c a t h e t e r  a r t e r i a l  e m b o l i z a t i o n  w i t h  O n y x  ( l a t e r a l  v i e w ) .  

c :  O n y x  f i r s t  g a t h e r e d  a r o u n d  t h e  s i n u s  w a l l  ( r e d  c i r c l e )  a n d  t h e n  

f l o w e d  i n t o  t h e  e x p a n d e d  b r i d g i n g  v e i n  a n d  v e n o u s  l a c u n a e  ( r e d  

a r r o w ) .  O n y x  f i n a l l y  r e f l u x e d  t o  t h e  c o r t i c a l  v e i n  ( r e d  a r r o w  

h e a d ) .  

d :  S e l e c t i v e  m i d d l e  m e n i n g e a l  a r t e r y  a n g i o g r a p h y  s h o w e d  

c o m p l e t e  o b l i t e r a t i o n  o f  t h e  f i s t u l a  p o s t o p e r a t i v e l y  ( l a t e r a l  v i e w ) .  

e :  B i l a t e r a l  e x t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  a n g i o g r a p h y  s h o w e d  

d i s a p p e a r a n c e  o f  D AV F  ( A P v i e w )  a f t e r  t h e  e m b o l i z a t i o n  w a s  

c o m p l e t e d .  

f :  T h e  s u p e r i o r  s a g i t t a l  s i n u s  w a s  p a t e n t  a s  o b s e r v e d  o n  l e f t  

c o m m o n  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  ( r e d  a r r o w ) .  

A s i m i l a r  f i n d i n g  w a s  f o u n d  o n  t h e  r i g h t  c o m m o n  c a r o t i d  

a n g i o g r a p h y  ( b l a c k  a r r o w ) .  

 

F i g  4  

D i a g r a m  f o r  i n t r a d u r a l  a n d  e p i d u r a l  s h u n t  p o i n t s .  

T h e  s h u n t  p o i n t  i s  n o r m a l l y  l o c a t e d  i n  t h e  i n t r a d u r a l  s p a c e  o f  

t h e  v e i n  i n  t h e  d i l a t e d  v e n o u s  c a v i t y,  a s  i n d i c a t e d  b y  t h e  a s t e r i s k .  

T h e  s h u n t  p o i n t  i s  l o c a t e d  o n  t h e  w a l l  o f  t h e  s u p e r i o r  s a g i t t a l  

s i n u s ,  a s  i n d i c a t e d  b y  t h e  a r r o w .  
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